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研究成果の概要（和文）：本研究では，携帯端末利用者の周囲への注意度評価，姿勢制御・歩行等の解析を行っ
た．また，歩きスマホが障害物に遭遇した際の反応・挙動を計測・解析した．携帯端末利用時には歩行速度低
下，周囲障害物への接触回数増加が顕著であった．携帯端末の画面サイズやコンテンツをパラメータとして変
え，画面注視の際に周辺への注意が低下する状況を分析した．高齢者が向かってくる歩行スマホに向かい合った
際に取る退避行動の危険性につき調べるため，膝関節の可動制限などにより歩行機能低下状態を作り健常者によ
り実験した．

研究成果の概要（英文）：In this study, the attention of the mobile terminal user to the 
neighborhood, the characteristics of the posture control and the walk are investigated. The reaction
 and the behavior when a walker faced to a approaching mobile terminal user were measured and 
analyzed. When a walker used an email, the walking speed decreased, and the contact number of times 
to neighborhood obstacle increased. Screen size and the contents of the mobile terminal were chosen 
as parameters in the experiment. The situation that the attention to the outskirts decreased in the 
case of the screen gaze are observed. A pseudowalk functional decline state was made in the 
experiment by the movable limits of the knee joint, to investigate an evacuation action to take when
 the aged walker faced to a approaching mobile terminal user.

研究分野： 情報メディア学

キーワード： 健康・福祉工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
歩行中や人混み中での携帯端末利用者（以

下，利用者という）が利用者自身と周囲への
安全に影響を及ぼすことは広く認識されつ
つあり，自治体等の対策方法として端末利用
の制限，または端末が自動的に発する利用者
への警告などが検討されている．しかし，利
用者の危険意識は薄いままであり，利用者と
すれ違う側が自衛のために注意を払い危険
回避せねばならない状況である．高齢者の転
倒が社会的問題となり転倒予防事業が展開
されるのに逆行して，移動しながらの携帯端
末利用（所謂歩きスマホ）の増加により高齢
者等の歩行環境は悪化している．歩行弱者が
外出時にストレスを受ける状況は改善され
ていない． 
利用者側：利用者の啓発には事故事例紹介

や説明機会増が重要であるが，感覚的に危険
とは認識するものの危険度の指標がないた
め啓発効果が上がらない状況である．利用制
限実施には危険となる科学的根拠が必要と
なるが，利用者が周囲へ払う注意度低下の計
測評価方法，および周囲の歩行者等が被る生
理学的影響の計測評価方法は確立されてい
ないため，利用制限実施の説得力が不足して
いる． 
高齢者側：散策時の歩行アンケート調査等

により環境評価は実施されるが心理学的評
価に留まる．利用者に接近した際，実際の歩
行様態がどう変わるか，転倒可能性がどの程
度増すかという科学的評価が，足圧等計測評
価技術の工学的研究が不足している理由で
進展していない． 
歩きスマホの事故の要因として，携帯端末

への意識集中，画面注視による視野制限，歩
行に対する意識の低下が推測される．この結
果，歩行様態が通常と異なり，斜め歩行や蛇
行歩行に繋がり事故を引き起こしている可
能性がある．これらは歩行中の足底荷重の位
置の変化や強弱などによって表すことがで
きる．視野に着目して歩きスマホ時の障害物
に対する反応差を測定して検討する試みも
みられる．しかし歩行に対しての検討が少な
く，歩行を分析する必要がある． 

 
２．研究の目的 
本研究では，歩行支援に有用な情報整理を
目的とし，携帯端末利用者の周囲への注意度
評価，姿勢制御・歩行等の解析を行う．また，
歩きスマホの障害物回避行動における反
応・挙動を計測・解析する． 
 
３．研究の方法 
（１）歩きスマホ時の障害物に対する反応差．
視野制限，動作制限の影響 
身体機能の差および障害物の大きさの違

いによる，歩きスマホ時の障害物への反応差
を調べるための実験を行った．20ｍの歩行路
に障害物を設置し，端末課題の有無による歩
行状況を観察した．さらに，高齢者の周辺視

野の狭窄の疑似を目的とした視野制限眼鏡，
膝の不自由さと動作・反応低下の疑似を目的
とした高齢者疑似体験セット(膝サポータ・
足首おもり)を用い，視野および下肢の制限
下において，同様に歩行状況を観察した．イ
ンソール型の足圧分布計測器にて歩行解析
を行った． 

 

 
図 1 視野制限眼鏡 
図 2 高齢者疑似体験 
 
（２）携帯端末利用の周囲注意に対する影響 
携帯端末の画面サイズやコンテンツをパ

ラメータとして変え，画面を注視した際に周
辺への注意が低下する状況を分析した．注視
画面の周囲を囲むよう前方の大スクリーン
に反応用ターゲットを設定し，このターゲッ
トへの注意に及ぼす影響を分析した．視野範
囲，反応時間等により注意度について検討し
た． 
① スクリーンに表示したターゲットに気
づく反応時間と気づかず見逃した回数を計
測した．刺激対象は 1試行につき注視点ごと
に２回呈示した．反応時間は，刺激対象が呈
示されてから注視するまでの時間とし，見逃
しは呈示後２秒以内に刺激対象の注視を行
わなかった場合とした． 
② 端末利用時の有効視野の計測を行った．
被験者には，端末課題を行わせ，その際に前
方のスクリーン内の各位置に一つずつ表示
されるターゲットの位置を識別させた．正答
率が 50%以上になった範囲を有効視野とした． 
（３）歩きスマホ時の足底圧の特徴 
予備実験において，端末課題時には左右足

指部付け根の圧力が低下する傾向が見られ，
特に文章入力においては文章を考え，入力す
る行為の影響が大きく，低下が顕著であった．
文章入力操作は歩行の意識を低下させるこ
とから，３種類の文章を用意し，文章入力時
の歩行と足底圧を自由歩行時と一定速度時
の２通り歩行において計測した．文章１は文
章入力のみ意識を持たせ，歩行への意識を低
下させる内容，文章２は文章入力と歩きスマ
ホを同時に行っているという意識を持たせ
て文章入力と歩行のそれぞれに意識を持た
せる内容，文章３は歩きスマホは危険である
という意識を持たせ，歩行にのみ意識させ，
文章入力への意識を低下させる内容とした． 
（４）歩きスマホ時の回避特性 
歩きスマホ（歩行者）が障害物や人に接近

した際に取る障害物回避の反応は通常の歩



行者が取る回避の反応と異なり，この違いは
足底圧の違いとして現れ，歩行特性が変化す
ることで接触事故の原因となるのではない
かと考え，通常歩行条件と歩きスマホ条件の
回避行動に着目した比較調査を行った．図３
のインソール型足圧分布計測器を用い，15ｍ
の歩行路に障害物を設置した．障害物の手前
1.5ｍおよび 1ｍの床面にマーカを貼り，歩き
スマホ（歩行者）がこの地点まで近付いた時
に回避行動を取らせることとした．これはゆ
るやかな回避行動と，直前に接近してからの
急な回避行動を想定している．端末課題は文
章入力操作とした．マーカ地点で向きを変え
る際の踏み込みの力を調べるべく，足底全体，
足指部，踵部の圧力を調べた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ インソール型足圧分布計測器 
 
４．研究成果 
（１）歩きスマホ時の障害物に対する反応差．
視野制限，動作制限の影響 
いずれの条件下においても歩行速度低下，

周囲障害物への接触回数増加がみられた．特
に，メール使用時（端末課題）には歩行速度
低下，および周囲障害物への接触回数の増加
が顕著であり，歩行面から 15cm 以下にある
障害物，および胸の高さの障害物への接触回
数が増加した． 
足底圧力に着目し，歩きスマホ歩行と通常

歩行との違いを調べるための実験とそれぞ
れの解析を行った．端末課題を付した場合に
は足指部付け根の圧力が低下する傾向が見
られた．歩きスマホでは，歩行中の蹴り出し
と歩行速度が低下した． 
（２）携帯端末利用の周囲注意に対する影響 
① 端末画面が大きくなるほど，反応時間が
遅くなる有意な差が認められた．見逃し回数
にも同様の傾向が見られた． 
② 画面サイズ9.7inchにおいてスクリーン
各位置での識別正答率が 50%を下回った．大
画面サイズは周囲への注意に必要な前方の
有効視野を遮り，小画面は有効視野を狭める
ことがわかった． 
いずれの実験においても，端末を利用する

ことで注意レベルの低下が見られた．これま
で携帯端末作業を行っていても周辺視で障
害物を捉えることで回避は可能という意見
があった．しかし，反応時間に差が現れたり，
見逃しが起こることから非注意性盲目状態
が起き，注意の移動（注意をすでに向けた場
所から引き剥がす）動作が携帯端末への集中
によって行なわれにくくなる可能性が示唆

された．また，画面が大きいと周囲への注意
に必要な前方の有効視野を遮ること，および
焦点を合わせる対象が小さいと有効視野を
狭めることがわかった． 
（３）歩きスマホ時の足底圧の特徴 
自由歩行時，一定速度時において左右足指，

踵ともに，全ての文章入力時に，足底圧力が
低下する傾向が見られた．一定速度時の結果
を表１に示す．左右足指，踵ともに文章入力
における有意差が認められた．実験映像から
は全ての文章入力操作において通常歩行と
比較し，蛇行歩行や斜め歩行など，歩行様態
に変化が見られた． 
文章入力操作時の歩きスマホは左右足指，

踵の足底圧力を低下させ，歩行様態を変化さ
せることが示唆された．足底圧力が低下し，
つま先が内側を向き踵接地が正しく行われ
ないと，蹴り出しの方向が影響され，蛇行歩
行や斜め歩行になり，階段の踏み外しや障害
物への接触など，事故や怪我につながると考
えられる． 
表１ 文章入力時の足底圧力[kg] 

（左右足指，踵） 

 
（４）歩きスマホ時の回避特性 
直前に接近してからの急な回避行動にお

いては，ゆるやかな回避行動に比較して足指
部の圧力は増加する結果となった．歩きスマ
ホによって障害物の認識が遅れ，回避行動も
遅くなった結果急な回避を試みた結果なの
ではないかと考えられる．一方，踵部の足底
圧は増加する傾向にあった．障害物との距離
が近く慌てる結果，正常な踏み込みと蹴り出
しが行えず踵に力が集中する形での回避と
なったと考えられる． 
障害物回避時の歩行を足底圧の観点から

計測・考察した結果，障害物との距離により
異なる傾向がみられたものの，いずれの距離
でも歩きスマホ条件では通常歩行条件と有
意に異なる足底圧の特徴がみられた．回避後
のふらつきや障害物との接触に影響を与え
るのかと考えられる．歩きスマホの特徴が障
害物回避時の踏み込みで評価できることが
示唆された． 
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